















































― 「千代田区ふるさとカルタ」の構成・発信 ― 



































り、多くの自治体や団体等で郷土カルタが制作されるようになっている。１ ）  
これらのカルタは比較的容易に入手することができるが、その制作過程につい

































































































6 区の木　松 　千代田区で制定されている「区の木」は、何でしょう。　 真冬でも緑あざやか皇居の松
























































































































区民のきほん 祭り・イペント 璽居 和景小学校 麹町/J＼学校 置IJljl学校
゜
J 「川0・嘱・坂 7 ゜゜| ●士°見小学校違物
お茶の水小学校 ・平/JI学校
◎ 






1 区の人口 ６万の人口	昼は85万 ※
2 区の花　桜 満開のさくらにそまる千鳥ヶ淵 のどかな日	さくら満開	千鳥ヶ淵
3 区の面積 山椒と千代田は小粒でぴりりとからい
4 区の木　松 真冬でも緑あざやか皇居の松 松みどり	いつもあざやか皇居前
5 ちよくる 「ちよくる」に乗って観光・お買い物
6 区の鳥　白鳥 一羽二羽白鳥数えるお濠ばた
7 皇居の郵便番号 皇居からスタートするよ郵便番号 郵便番号スタートするのは皇居から






14 日比谷公園 広いなあ日比谷公園	風みどり 広々と日比谷公園わたる風
15 和泉橋防災船着場 にぎわいを水面にうつす神田川
16 佐久間公園 ラジオ体操	ここで始まる佐久間公園
17 国会議事堂 議事堂は白亜の殿堂みかげ石 白亜の殿堂	議事堂つくるみかげ石
18 神田神社神田祭 ワッショイワッショイ江戸っ子たちは祭り好き
19 夏目漱石 漱石の足あと残すお茶の水









29 国立国会図書館 出版物すべてが集まる国会図書館 類がない	本の集まる国会図書館
30 神田小川町雪だるまフェア 嬬恋の雪で神田に雪だるま
31 風ぐるま 区民の足	助けるピンクの「風ぐるま」 区民の足バリアフリーの「風ぐるま」
32 皇居ラン 四季の風受けて５キロの皇居ラン
33 神田紺屋町の由来 流行はここから発信　紺屋町
34 山王祭 日枝神社からビルの街ゆく大行列 練り歩く山王祭の大行列
35 日本カメラ博物館 レンズごしに歴史を見てきたこのカメラ
36 靖国神社 ちょうちんが夜空に並ぶみたままつり 夏の夜に並ぶちょうちん	みたままつり
37 ＪＲの駅 便利だよどこにも行ける交通網 最寄り駅すぐに見つかる交通網
38 紀尾井町の由来 紀伊・尾張・井伊の御三家　紀尾井町
39 番町文人通り 旧居跡ずらりと並ぶ文人通り 名作が生まれた番町文人通り
40 四谷見附橋 街灯がおしゃれな四谷見附橋 宵待ちの街灯	四谷見附橋
41 諏訪坂（だるま坂） 諏訪坂は親しみこめて「だるま坂」
42 皇居東御苑の野鳥 都心でも野鳥観察	東御苑 野鳥らのさえずり聞こえる東御苑

































































あ 秋葉原	電気とアニメの中心地 〇 〇 〇
い 一羽二羽白鳥数えるお濠ばた 〇 〇 〇
う 牛をなで願いかなえる平河天満宮 〇 〇
え 演劇のスター生まれる宝塚 〇 〇
お おんまやだに馬たち行きかうこの坂で 〇 〇
か 学士会館	日本の野球はこの地から 〇 〇
き 紀伊・尾張・井伊の御三家　紀尾井町 〇 〇
く 区民の足バリアフリーの「風ぐるま」 〇 〇
け 今朝五輪	標本木に咲いて春 〇 〇 〇 〇
こ 古書店が伝える文化神保町 〇 〇
さ 山椒と千代田は小粒でぴりりとからい 〇
し 四季の風受けて５キロの皇居ラン 〇 〇
す 諏訪坂は親しみこめて「だるま坂」 〇 〇 〇
せ 世界から千代田に集まる大使館 〇 〇 〇
そ 漱石の足あと残すお茶の水 〇 〇
た 旅人の始発・終着	東京駅 〇 〇
ち「ちよくる」に乗って観光・お買い物 〇 〇
つ 嬬恋の雪で神田に雪だるま 〇 〇 〇
て 伝統を次代につなぐ国立劇場 〇 〇
と ドーム屋根ひびく鐘の音ニコライ堂 〇 〇 〇
な 夏の夜に並ぶちょうちん	みたままつり 〇 〇
に にぎわいを水面にうつす神田川 〇 〇
ぬ 抜きん出る職人の技	金物通り 〇 〇 〇 〇
ね 練り歩く山王祭の大行列 〇 〇
の のどかな日	さくら満開	千鳥ヶ淵 〇 〇 〇 〇
は 白亜の殿堂	議事堂つくるみかげ石 〇 〇
ひ 広々と日比谷公園わたる風 〇 〇 〇
ふ 富士山を屋根にいただく武道館 〇 〇
へ 壁面のガラス輝く国際フォーラム 〇 〇
ほ「法の日」にあなたもなれる裁判官 〇 〇
ま 松みどり	いつもあざやか皇居前 〇 〇 〇
み 水と緑	光る和田倉噴水公園 〇 〇 〇 〇
む 昔のくらしタイムスリップ昭和館 〇 〇 〇
め 名作が生まれた番町文人通り 〇 〇 〇
も 最寄り駅すぐに見つかる交通網 〇
や 野鳥らのさえずり聞こえる東御苑 〇 〇
ゆ 郵便番号スタートするのは皇居から 〇 〇
よ 宵待ちの街灯	四谷見附橋 〇 〇
ら ラジオ体操	ここで始まる佐久間公園 〇 〇 〇
り 流行はここから発信	紺屋町 〇 〇 〇
る 類がない	本の集まる国会図書館 〇 〇
れ レンズごしに歴史を見てきたこのカメラ 〇 〇
ろ ６万の人口	昼は85万 〇













































図 ３  諏 訪 坂 の画 像 及 びこれをもとに作 成 した絵 札  









































図 ３  諏 訪 坂 の画 像 及 びこれをもとに作 成 した絵 札  

















2020 年 2 月 19 日、ポピンズアフタースクール一番町において「千代田区ふ
るさとカルタ」のカルタ大会を実施した。新型コロナウイルスの感染に対する
不安が高まり始めた時期であったため、参加者数は当初より少なくなったが、












図 ６  「千 代 田 区 ふるさとカルタ」解 説 書 （片 面 ） 
















図 ６  「千 代 田 区 ふるさとカルタ」解 説 書 （片 面 ） 

































































































































































1 人と協力しながらものごとを進める 2.4 1.3 1.9
2 自分の感情を上手にコントロールする 1.4 1.0 1.2
3 異なる意見や立場をふまえて、考えをまとめる 2.1 1.3 1.7
4 自ら先頭に立って行動し、グループをまとめる 1.0 1.1 1.1
5 社会や文化の多様性を理解し、尊重する 2.2 1.9 2.1
6 幅広い世代と気軽にコミュニケーションを図る 2.7 2.0 2.3
7 ものごとを批判的・多面的に考える 1.1 0.9 1.0
8 現状を分析し、問題点や課題を発見する 1.4 0.9 1.2
9 自分で目標を設定し、計画的に行動する 1.6 0,9 1.2
10 既存の枠にとらわれず、新しい発想やアイデアを出す 1.7 1.2 1.4
11 筋道を立てて論理的に問題を解決する 1.1 0.7 0.9
　２年間にわたって活動に取り組んできた４年生と日が浅い３年生とでは、意識に差が見られる項
目が多い。特に、幅広い世代との交流、他者との協力、多様性の理解等について、４年生は多くの
活動経験を通して向上したと自己評価していることがわかる。これは、筆者の認識とも一致するこ
とであり、地域住民との交流活動がゼミ生にとって貴重な経験となっているのは言うまでもないこ
とであろう。
　一方で、リーダーシップ、批判的・多面的な思考等については、学年を問わず低く評価しており、
これらを敬遠してしまいがちな意識にゼミ活動を通してどのように働きかけていくか、今後検討し
ていく必要がある。
６．今後の課題
　カルタの完成と時期を同じくして新型コロナウイルスの感染拡大が進行したため、当初計画して
いた地域のイベントは学童クラブにおけるカルタ大会のみとなったことは残念である。しかし、今
後も様々な世代の方々を対象とした交流活動を、状況に即した形で企画運営していきたいと考えて
いる。
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共立女子大学・共立女子短期大学　総合文化研究所紀要　第27号
　これまでの継続的な実践研究をふまえ、次年度は、検定問題として蓄積してきた情報を、イラス
トマップアプリを利用したＧＰＳクイズラリーとして再構成していく。検定問題で取り上げた場所
に足を運び、街歩きを楽しむことのできる機会を「体験型の検定」として提供していく計画である。
　上記の実践的研究を通して、地域・大学間の交流推進を図るとともに、学生の価値ある学びの機
会としていきたい。
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